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試験片は Timken 16-25-6 の 100 キログラム鋳塊より，近接した位置から粒状品，位状品を切り出
し圧縮試験，引張り試験，曲げ試験を衝撃的及び静的な場合について高温試験を行ない，次の結果を得た。
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き，方法，結果および考察を 4 章にわたって詳しく説明している。第 1 章第 1 節では，試料に「チムケ




垂直な方向とに別々に鍛造し，前者を柱状晶縦鍛造と，後者を柱状品横鍛造と呼んでいる。第 2 章第 1 節































著者は実験と理論式とより「チムケン・ 16-25-6 J 鋳塊の柱状晶生成条件を定性的に求め，実用的な造
塊条件の範囲内に於ては，柱状晶の生成を防止する乙とは困難である，との推論を行っている。
最後は結論で，者者は，以上に説明したような研究により，本課題に対し「オーステナイト」系鋳塊の
鍛造は先ずれ状品ilill i}j向に垂直な方向より加工することが最良であると結論し星形鋳塊の鍛造に対し具体
的に説明している。
以上の如く，本論文は高合金「オーステナイト」系耐熱鋼鋳塊の鍛造割れの発生，および進展状況が鋳
塊組織の異方牲により如何に異なるかを明らかにし，鍛造工程に物理冶金学的な鍛造指針とその理論的根
拠とを与えると共に，鍛造割れの防 1土に資し，工学および工業に貢献するところが大である。よって山根
寿己は大阪大学工'下同士のヤ:伎を授与 3 れる資格あるものと認める。
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